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毒素の関係について，Cry1Aa毒素とカイコガBombyx moriのABCC2 (BmABCC2) およびもう一つの重要なCry毒素
受容体カドヘリン様タンパク質 (BtR175) を主な材料として，Cry1Aa毒素上のどこがBmABCC2やBtR175とどのよ
















のか否かを見極めようとして始めた第 3 章の研究は，当初の予想を大きく上回るほど広範な，Cry 毒素の潜在的な ABC
トランスポーター利用能力を明らかにした．そしてその能力の源が第 1章，第 2章で明らかにしたCry毒素ドメイン II
のpromiscuousな結合特性に起因するのではないかと考察し，学位論文としてまとめ上げた． 
本学位論文の成果から，Cry毒素が自身のアミノ酸配列や構造を少しずつ変化させ，受容体として利用できる分子を徐々
に獲得し，幅広い昆虫種にそれぞれ特化するようになっていったその様相の一端が垣間見えた．この成果はある一種の
ABC トランスポーターが原因となるCry毒素抵抗性昆虫が発達したときに有効な解決策を提案するための基礎情報とな
るだけではなく，あらかじめ複数のABCトランスポーターを介して効くCry毒素変異体をそれぞれ用意し，抵抗性の発
達を極限まで抑える戦略を取る上で非常に重要な知見となるだろう． 
